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2016年度 上期 業績ハイライト（前年同期⽐）

【売上収益】
商社、コンビニ、通信会社向けなどで増加。

【売上総利益】
増収 及び 売上総利益率の改善により増益

【その他の収益及び費⽤】
為替評価損などにより「その他の費⽤」が増加するも、
販売管理費が減少し、前年同期⽐減少。

【営業利益】
売上総利益の増加により増益。

【受注⾼】
商社、通信会社、中央省庁向けなどで増加。

【受注残⾼】
受注⾼と同じ。
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2016年度 Q2 業績ハイライト（前年同期⽐）

【売上収益】
コンビニ、通信会社などで増加。

【売上総利益】
増収 及び 売上総利益率の改善により増益。

【その他の収益及び費⽤】
販売管理費が減少。

【営業利益】
売上総利益の増加と、その他の収益及び費⽤の減少により
増益。

【受注⾼】
商社、通信会社向けなどで増加。
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事業グループ別実績（前年同期⽐）

【流通・EP】
受注は商社向け開発が増加するものの、前年度のコンビニ向け店舗
システムが減少し、前年同期⽐横ばい。
売上はコンビニ向け店舗システムや商社向け開発などが増加し、
前年同期⽐増加。

【情報通信】
受注は通信会社向けネットワークを中⼼に増加。
売上は通信会社向け法⼈案件やネットワーク、インフラ構築などが
増加。

【公共・広域】
受注は中央省庁向けネットワークが増加。
売上は公益向けインフラ構築などが減少。

【⾦融・社会インフラ】
受注はメガバンク向け開発や公益向けインフラ構築などが減少。
売上はメガバンク向けインフラ構築やカード向け開発が増加。

【その他】
受注はシンガポールの事業会社での⾦融向け製品ビジネスや、国内
事業会社でのコンビニや製薬向けサービスビジネスなどが増加。
売上は海外事業会社における現地通貨安による円換算額の減少。
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ビジネスモデル別実績（前年同期⽐）

【サービス】
受注は通信会社向け製品保守などが増加。
売上はコンビニ向け店舗関連機器設置・構築や、⾃動⾞向け運⽤
などが増加。

【開発・SI】
受注は商社向け開発案件を中⼼に増加。
売上は商社や運輸向け開発や、⾃動⾞向けインフラ構築が増加。

【製品】
受注は通信会社向けネットワークが増加。
売上はコンビニ向け店舗関連機器や通信会社向けネットワーク
などが増加。
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売上総利益率に関する補⾜

【不採算除く売総率】
15年度上期 23.1% → 16年度上期 23.3％（+0.2pts）

【上記に加え、海外事業会社の原価計上ﾙｰﾙ変更の影響を除く売総率】
15年度上期 23.1％ →   16年度 上期 23.7％（+0.6pts）
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① 流動資産： +129
現⾦及び現⾦同等物 ▲ 24
売掛⾦ ＋ 72
商品 ▲ 20
預け⾦ ＋115

② ⾮流動資産： +59
有形資産 ＋10
無形資産 ＋28
投資有価証券 ＋25
繰延税⾦資産 ▲ 5

③ 流動負債： +101
営業債務及びその他の債務 ＋15
短期リース債務 ▲ 8
未払法⼈税等 ＋19
賞与引当⾦ ＋ 5
前受収益 ＋58

④ ⾮流動負債： ▲21
⻑期リース債務 ▲14
退職給付引当⾦ ▲ 3

⑤ 資本： +108
利益剰余⾦ ＋125



① 営業活動によるキャッシュ・フローｰ ： +96
営業債務及びその他の債務の増減額 ＋20
法⼈所得税の⽀払額 ＋33
前払費⽤による⽀出の減少 ＋18
前受⾦による収⼊の増加 ＋15

② 投資活動によるキャッシュ・フロー： ▲72
無形固定資産の取得による⽀出 ▲ 7
預け⾦の増減額 ▲66

③ 財務活動によるキャッシュ・フロー： +0

12



13



14



15



16



17



18



19



20



21



22



23



24



25



26



27


